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(57)【要約】
【課題】広範囲の周波数帯域で適正な所望のインピーダ
ンス特性を確保できるチョークコイルおよび電子機器を
提供する。
【解決手段】リング状に形成されたコア２と、コアの周
囲に導線３１が巻回されて形成される巻線部材３と、を
備えたチョークコイル１であって、コア２と巻線部材３
との間には、非磁性および非導電性を有する材料によっ
てコア２に対応したリング状に形成されてコア２を覆う
ハウジング部材４が介在しており、ハウジング部材４は
、ハウジング部材４の外表面４１ｂとコア２の外表面と
の径方向に沿う離間距離が、周方向にわたって均一とな
るように形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リング状に形成されたコアと、前記コアの周囲に導線が巻回されて形成される巻線部材
と、を備えたチョークコイルであって、
　前記コアと前記巻線部材との間には、非磁性および非導電性を有する材料によって前記
コアに対応したリング状に形成されて前記コアを覆うハウジング部材が介在しており、
　前記ハウジング部材は、前記ハウジング部材の外表面と前記コアの外表面との径方向に
沿う離間距離が、周方向にわたって均一となるように形成されていることを特徴とするチ
ョークコイル。
【請求項２】
　請求項１に記載のチョークコイルであって、
　前記ハウジング部材の外表面には、複数のガイド部が形成され、
　前記ガイド部は、前記巻線部材の前記導線を巻回したとき、周方向にわたって前記導線
の通線位置が等間隔となるように前記導線を規制することを特徴とするチョークコイル。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のチョークコイルであって、
　前記コアの中心孔内には、スペーサ部材が前記コアの中心軸と同軸上に設けられ、
　前記スペーサ部材の外周面には、軸方向に沿って延在するとともに、前記導線を配置可
能な溝部が、前記コアの前記中心孔に対する前記導線の挿通回数に対応して複数形成され
、
　複数の前記溝部は、周方向にわたって等間隔となるように形成されていることを特徴と
するチョークコイル。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載のチョークコイルであって、
　前記ハウジング部材は、径方向の外側に向かって延設された支持部を備え、
　前記支持部の先端には、前記支持部の延設方向に対して交差するように張り出す土台部
が形成されていることを特徴とするチョークコイル。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載のチョークコイルであって、
　前記コアは、インピーダンスの周波数特性が異なる複数のコア部材が軸方向に積層され
て形成されていることを特徴とするチョークコイル。
【請求項６】
　請求項１に記載のチョークコイルを備え、コモンモードノイズおよびノーマルモードノ
イズのうち、少なくともいずれか一方のノイズを減衰させることを特徴とする電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、チョークコイルおよび電子機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、共通のフェライト等からなるコア部材に２本の導線部材を同じ向きに巻いたバイ
ファイラ巻きのチョークコイルによって、電子機器等の２本の信号線のコモンモードノイ
ズを低減する信号伝送回路が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ここで、適切なノイズ対策を講ずるために、例えば、擬似電源回路網（ＬＩＳＮ：Ｌｉ
ｎｅ　Ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　Ｓｔａｂｉｌｉｚａｔｉｏｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋｓ）を用いて
、チョークコイル（ノーマルモードチョークコイルおよびコモンモードチョークコイル）
のインピーダンス周波数特性について、所望の特性を確保する必要がある。要求される所
望の特性としては、広範囲の周波数の範囲内において減衰や共振の発生がないことが挙げ
られる。
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【０００４】
　このような特性を得るため、例えば、導線部材として同軸ケーブルを使用するとともに
、例えば絶縁性を有する樹脂等からなるコルゲートチューブをコア部材の外周面に装着し
、コルゲートチューブごとコア部材に同軸ケーブルを巻回したチョークコイルが知られて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３５４１４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来技術にあっては、コルゲートチューブが潰れる等してコア部材と巻
線部材との空隙を十分確保できないおそれがある。また、コルゲートチューブの外表面目
における巻線部材の導線の位置を等間隔とすることができないおそれがある。これにより
、チョークコイルの導線間の静電容量（寄生容量）が大きくかつ不均一となり、特定の高
周波数領域（例えば、１００ＭＨｚ帯域や３００ＭＨｚ帯域）で減衰や共振が発生するお
それがある。すなわち、従来技術にあっては、広範囲の周波数帯域で適正な所望のインピ
ーダンス特性を得るという点で改善の余地があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、上述した事情に鑑みてなされたものであって、広範囲の周波数帯域
で適正な所望のインピーダンス特性を確保できるチョークコイルおよび電子機器の提供を
課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するため、本発明の請求項１に記載のチョークコイル（例えば、実施
形態におけるチョークコイル１）は、リング状に形成されたコア（例えば、実施形態にお
けるコア２）と、前記コアの周囲に導線（例えば、実施形態における導線３１）が巻回さ
れて形成される巻線部材（例えば、実施形態における巻線部材３）と、を備えたチョーク
コイルであって、前記コアと前記巻線部材との間には、非磁性および非導電性を有する材
料によって前記コアに対応したリング状に形成されて前記コアを覆うハウジング部材（例
えば、実施形態におけるハウジング部材４）が介在しており、前記ハウジング部材は、前
記ハウジング部材の外表面（例えば、実施形態における外表面４１ｂ）と前記コアの外表
面との径方向に沿う離間距離が、周方向にわたって均一となるように形成されていること
を特徴としている。
【０００９】
　本発明によれば、ハウジング部材は、ハウジング部材の外表面とコアの外表面との径方
向に沿う離間距離が周方向にわたって均一となるように形成されているので、ハウジング
部材を介して導線をコアに巻回して巻線部材を形成したときに、導線とコアの外表面との
間の離間距離を十分に確保しつつ、周方向にわたって均一とすることができる。これによ
り、チョークコイルの導線間の静電容量を小さくかつ均一とすることができるので、広範
囲の周波数帯域で適正な所望のインピーダンス特性を確保できる。
【００１０】
　また、本発明の請求項２に記載の発明は、前記ハウジング部材の外表面には、複数のガ
イド部（例えば、実施形態におけるガイド部４３）が形成され、前記ガイド部は、前記巻
線部材の前記導線を巻回したとき、周方向にわたって前記導線の通線位置が等間隔となる
ように前記導線を規制することを特徴としている。
【００１１】
　本発明によれば、ハウジング部材の外表面には、巻線部材の導線を巻回したとき、周方
向にわたって導線の通線位置が等間隔となるように導線を規制する複数のガイド部が形成
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されているので、導線間の静電容量をより均一とすることができる。また、チョークコイ
ルの製造時における導線の巻回工程において、ハウジング部材の外表面での導線の通線位
置が等間隔となるように導線を容易に巻回できる。したがって、導線間の静電容量が小さ
くかつ均一なチョークコイルを作業性よく製造することができるとともに、広範囲の周波
数帯域で適正な所望のインピーダンス特性を確保できる。
【００１２】
　また、本発明の請求項３に記載の発明は、前記コアの中心孔（例えば、実施形態におけ
る中心孔２ａ）内には、スペーサ部材（例えば、実施形態におけるスペーサ部材５）が前
記コアの中心軸と同軸上に設けられ、前記スペーサ部材の外周面には、軸方向に沿って延
在するとともに、前記導線を配置可能な溝部（例えば、実施形態における溝部５１）が、
前記コアの前記中心孔に対する前記導線の挿通回数に対応して複数形成され、複数の前記
溝部は、周方向にわたって等間隔となるように形成されていることを特徴としている。
【００１３】
　本発明によれば、コアの中心孔内には、スペーサ部材が設けられ、スペーサ部材の外周
面には、導線を配置可能な溝部が導線の挿通回数に対応して複数形成されているので、コ
アの中心孔に挿通された導線を全てスペーサ部材の溝部内に配置できる。しかも、複数の
溝部は、周方向にわたって等間隔となるように形成されているので、製造時の導線の巻回
工程において、コアの中心孔に挿通された導線の通線位置が等間隔となるように導線を容
易に巻回できる。したがって、導線間の静電容量が小さくかつ均一なチョークコイルを作
業性よく製造することができるとともに、広範囲の周波数帯域で適正な所望のインピーダ
ンス特性を確保できる。
【００１４】
　また、本発明の請求項４に記載の発明は、前記ハウジング部材は、径方向の外側に向か
って延設された支持部（例えば、実施形態における支持部４６）を備え、前記支持部の先
端には、前記支持部の延設方向に対して交差するように張り出す土台部（例えば、実施形
態における土台部４７）が形成されていることを特徴としている。
【００１５】
　本発明によれば、ハウジング部材の支持部の先端には、支持部の延設方向に対して交差
するように張り出す土台部が形成されているので、例えば電子機器の基板等にチョークコ
イルを取り付ける際に、基板の主面に土台部を面接触させて、例えばネジや接着剤等によ
り固定することで、良好な作業性を確保しつつ、基板にチョークコイルを取り付けること
ができる。また、基板の主面に土台部を面接触させてチョークコイルを取り付けることが
できるので、安定性を確保しつつチョークコイルを基板に取り付けることができる。した
がって、本発明のチョークコイルが搭載された電子機器等の耐久性を向上できる。
【００１６】
　また、本発明の請求項５に記載の発明は、前記コアは、インピーダンスの周波数特性が
異なる複数のコア部材（例えば、実施形態における第一コア部材２１および第二コア部材
２２）が軸方向に積層されて形成されていることを特徴としている。
【００１７】
　本発明によれば、広範囲の周波数帯域に対して適正にコモンモードノイズおよびノーマ
ルモードノイズを減衰させることができる。
　また、導線をハウジング部材に巻回するだけで、複数のコア部材に導線を巻回できるの
で、導線の巻回工程を簡略化することができる。
【００１８】
　また、本発明の請求項６に記載の電子機器（例えば、実施形態における電子機器１０お
よび電磁妨害波測定装置７０）は、上述のチョークコイルを備え、コモンモードノイズお
よびノーマルモードノイズのうち、少なくともいずれか一方のノイズを減衰させることを
特徴としている。
【００１９】
　本発明によれば、電子機器のコモンモードノイズまたはノーマルモードノイズを適正に
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減衰させることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、ハウジング部材は、ハウジング部材の外表面とコアの外表面との径方
向に沿う離間距離が周方向にわたって均一となるように形成されているので、ハウジング
部材を介して導線をコアに巻回して巻線部材を形成したときに、導線とコアの外表面との
間の離間距離を十分に確保しつつ、周方向にわたって均一とすることができる。これによ
り、チョークコイルの導線間の静電容量を小さくかつ均一とすることができるので、広範
囲の周波数帯域で適正な所望のインピーダンス特性を確保できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施形態に係るチョークコイルを軸方向から見たときの説明図である。
【図２】実施形態に係るチョークコイルを径方向から見たときの説明図である。
【図３】第一ハウジング部材に第一コア部材を収容したときの説明図である。
【図４】実施形態に係る電子機器の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下に、本発明の実施形態に係るチョークコイルおよび電子機器について、図面を参照
しながら説明する。以下では、まず実施形態に係るチョークコイルについて説明をした後
、実施形態に係るチョークコイルを備えた電子機器について説明をする。
【００２３】
（チョークコイル）
　図１は、実施形態に係るチョークコイル１を軸方向から見たときの説明図である。
　図１に示すように、チョークコイル１は、リング状に形成されたコア２と、コア２の周
囲に導線３１が巻回されて形成される巻線部材３と、コア２と巻線部材３との間に介在す
るハウジング部材４と、コア２の中心孔２ａ内に設けられたスペーサ部材５と、により構
成されている。以下に、チョークコイル１の各構成部品について詳細に説明する。なお、
以下では、コア２の中心軸Ｏに沿う方向を軸方向といい、中心軸Ｏと直交する方向を径方
向といい、中心軸Ｏ周りに周回する方向を周方向という。
【００２４】
　図２は、実施形態に係るチョークコイル１を径方向から見たときの説明図である。
　図２に示すように、コア２は、例えば、低周波用の第一コア部材２１と、高周波用の第
二コア部材２２と、を備えている。第一コア部材２１は、例えばＭｎ－Ｚｎ系のフェライ
ト材料により形成されている。第二コア部材２２は、例えばＮｉ－Ｚｎ系のフェライト材
料により形成されている。第一コア部材２１および第二コア部材２２は、リング状の同一
形状をしており、同心に配置されるとともに軸方向に積層された状態でハウジング部材４
に覆われている。
【００２５】
　図１に示すように、巻線部材３は、導線３１がハウジング部材４を介して、コア２の周
囲に周方向に進む螺旋状に、所定ターン数（本実施形態では４ターン）巻回されて形成さ
れている。
　巻線部材３を形成する導線３１は、例えば同軸ケーブルであって、導電材料により形成
された芯線および芯線を覆う絶縁層により形成されたリード線３５と、導電材料により形
成されてリード線３５を覆うシールド編組線３７と、絶縁材料により形成されてリード線
３５およびシールド編組線３７を覆う保護被覆３９と、を備えている。導線３１は、リー
ド線３５とシールド編組線３７とを、単相の２つの信号線としている。これによって、リ
ード線３５およびシールド編組線３７は、第一コア部材２１および第二コア部材２２に対
してバイファイラ巻きにより巻回される２つの信号線を構成している。
　リード線３５およびシールド編組線３７は、例えば電子機器１０の基板１０ａ上に配索
された２本の信号線に接続されるとともに、巻線部材３の特性インピーダンスと同一の所
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定の終端抵抗値を有する終端抵抗（不図示）に接続されて終端されている。なお、電子機
器１０は、例えばインピーダンスの計測に用いられるものであれば、ベクトルシグナルア
ナライザやスペクトラムアナライザやオシロスコープなどの計測器である。
【００２６】
　ハウジング部材４は、非磁性および非導電性を有する例えばポリアミド系の樹脂材料に
よって形成されており、コア２の外表面のうち中心孔２ａの内周面以外の面を覆っている
。ハウジング部材４は、コア２に対応したリング状に形成された本体部４１と、本体部４
１から径方向の外側に延びる支持部４６とにより形成されている。
　本体部４１の中心軸は、コア２の中心軸Ｏと一致している。また、本体部４１の貫通孔
４１ａの直径は、コア２の中心孔２ａの直径と同等となっている。本体部４１の外表面４
１ｂは、トーラス面となっている。本体部４１は、中空に形成されており、内部にコア２
が収容されている。
【００２７】
　支持部４６は、例えば角柱状に形成されており、本体部４１の外表面４１ｂのうち、径
方向の外側部分であって軸方向の中間部分から径方向の外側に向かって、径方向に沿うよ
うに延設されている。
　支持部４６の先端には、土台部４７が形成されている。土台部４７は、平坦な矩形板状
に形成されており、支持部４６の延設方向に対して直交するように、外側に張り出してい
る。土台部４７の角部近傍には、土台部４７の厚さ方向に貫通する固定孔４８が形成され
ている。土台部４７の固定孔４８には、例えばタッピングネジ７が挿通されて、電子機器
１０の基板１０ａに螺着されている。これにより、チョークコイル１は、電子機器１０の
基板１０ａ上に固定される。
【００２８】
　図２に示すように、本実施形態のハウジング部材４は、第一ハウジング部材４ａと第二
ハウジング部材４ｂとにより、軸方向に２分割されている。ここで、第一ハウジング部材
４ａおよび第二ハウジング部材４ｂは、それぞれ互いに同一形状に形成されており、第一
ハウジング部材４ａと第二ハウジング部材４ｂとの境界面に対して面対称となるように配
置されている。したがって、以下では、第一ハウジング部材４ａについてのみ説明をし、
第二ハウジング部材４ｂについては説明を省略する。
【００２９】
　図３は、第一ハウジング部材４ａに第一コア部材２１を収容したときの説明図である。
　図３に示すように、第一ハウジング部材４ａの内側面には、径方向に沿うように径方向
の内側に向かって張り出す板状のリブ４２が複数形成されている。本実施形態のリブ４２
は、９０°間隔に４枚形成されている。各リブ４２の径方向の内側への張り出し長さは、
それぞれ等しくなっている。また、径方向に対向するリブ４２同士の内側端部の離間距離
は、第一コア部材２１の外径よりもわずかに小さくなっている。これにより、第一コア部
材２１は、複数のリブ４２の内側端部に対して軽圧入されて、第一ハウジング部材４ａに
収容および保持される。また、このとき、各リブ４２の径方向の内側への張り出し長さは
それぞれ等しくなっているので、第一ハウジング部材４ａの外表面と第一コア部材２１の
外周面（外表面）との径方向に沿う離間距離が周方向にわたって均一となる。
【００３０】
　図２に示すように、第一ハウジング部材４ａに第一コア部材２１を収容し、第二ハウジ
ング部材４ｂに第二コア部材２２を収容した状態で、第一ハウジング部材４ａと第二ハウ
ジング部材４ｂとを重ね合わせてハウジング部材４を形成することにより、第一コア部材
２１と第二コア部材２２とが軸方向に積層される。そして、インピーダンスの周波数特性
が異なる第一コア部材２１と第二コア部材２２とが軸方向に積層されたコア２が形成され
て、ハウジング部材４に収納される。
【００３１】
　図１に示すように、ハウジング部材４の本体部４１の外表面４１ｂには、複数のガイド
部４３が形成されている。複数のガイド部４３は、軸方向から見たときに、中心軸Ｏ周り
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に一定の角度間隔で配置されている。本実施形形態では、ガイド部４３は、軸方向から見
たときに５箇所に設けられており、中心軸Ｏ周りに７２°間隔で配置されている。
　複数のガイド部４３は、本体部４１の外表面４１ｂのうち径方向の外側面であって、支
持部４６に対応する位置以外の領域に設けられた第一ガイド部４３ａと、本体部４１の外
表面４１ｂのうち軸方向の外側面であって、支持部４６に対応する位置に設けられた第二
ガイド部４３ｂと、により構成されている。
【００３２】
　第一ガイド部４３ａは、径方向の外側に向かって立設されるとともに、軸方向に沿って
延びる一対のガイドリブ４４，４４により形成されている。一対のガイドリブ４４，４４
の高さは、例えば、導線３１の直径よりもわずかに高くなっている。また、一対のガイド
リブ４４，４４の離間距離は、導線３１の直径よりもわずかに大きくなっている。一対の
ガイドリブ４４，４４の間には、導線３１が配置される。これにより、第一ガイド部４３
ａは、本体部４１の径方向の外側面上において、導線３１を周方向にわたって等間隔に配
置するとともに、導線３１の周方向への移動を規制している。
【００３３】
　第二ガイド部４３ｂは、軸方向の外側に向かって立設されるとともに、径方向に沿って
延びる一対のガイドリブ４５，４５により形成されている。なお、第二ガイド部４３ｂは
、本体部４１の外表面４１ｂのうち、軸方向の両外側面に設けられている（図２参照）。
一対のガイドリブ４５，４５の高さは、例えば、導線３１の直径よりもわずかに高くなっ
ている。また、一対のガイドリブ４５，４５の離間距離は、導線３１の直径よりもわずか
に大きくなっている。一対のガイドリブ４５，４５の間には、導線３１が配置される。こ
れにより、一方側の第二ガイド部４３ｂは、本体部４１の軸方向の外側面上において導線
３１の巻始め端の周方向への移動を規制するとともに、支持部４６の近傍において導線３
１のバタつきを抑制している。また、他方側の第二ガイド部４３ｂは、本体部４１の軸方
向の外側面上において導線３１の巻終わり端の周方向への移動を規制するとともに、支持
部４６の近傍において導線３１のバタつきを抑制している。
【００３４】
　スペーサ部材５は、柱状をしており、軸方向から見た外形がコア２の中心孔２ａの内径
と同等となっている。スペーサ部材５は、コア２の中心軸と同軸上に設けられて、コア２
の中心孔２ａ内に挿入配置されている。
　スペーサ部材５の外周面には、軸方向に沿って延在する溝部５１が複数形成されている
。溝部５１の深さは、例えば導線３１の直径と同等となっており、溝部５１内に導線３１
を配置可能となっている。
　溝部５１は、コア２の中心孔２ａに対する導線３１の挿通回数に対応して、周方向にわ
たって等間隔となるように複数形成される。本実施形態では、導線３１は、巻回ターン数
（４ターン）に対応してコア２の中心孔２ａに対して４回挿通されたあと、導線の巻き終
わり端がコア２の中心孔２ａに対して挿通されて引き出されるため、コア２の中心孔２ａ
に対する導線３１の挿通回数は合計５回となっている。したがって、溝部５１は、スペー
サ部材５の外周面に５本形成されている。溝部５１内に導線３１が配置されることにより
、スペーサ部材５は、コア２の中心孔２ａ内において、導線３１を周方向にわたって等間
隔に配置するとともに、導線３１の周方向への移動を規制している。
【００３５】
　本実施形態によれば、ハウジング部材４は、ハウジング部材４の本体部４１の外表面４
１ｂとコア２の外表面との径方向に沿う離間距離が周方向にわたって均一となるように形
成されているので、ハウジング部材４を介して導線３１をコア２に巻回して巻線部材３を
形成したときに、導線３１とコア２の外表面との間の離間距離を十分に確保しつつ、周方
向にわたって均一とすることができる。これにより、チョークコイル１の導線３１間の静
電容量を小さくかつ均一とすることができるので、広範囲の周波数帯域で適正な所望のイ
ンピーダンス特性を確保できる。
【００３６】
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　また、ハウジング部材４の本体部４１の外表面４１ｂには、巻線部材３の導線３１を巻
回したとき、周方向にわたって導線３１の通線位置が等間隔となるように導線３１を規制
する複数の第一ガイド部４３ａおよび第二ガイド部４３ｂが形成されているので、導線３
１間の静電容量をより均一とすることができる。また、チョークコイル１の製造時におけ
る導線３１の巻回工程において、ハウジング部材４の本体部４１の外表面４１ｂでの導線
３１の通線位置が等間隔となるように導線３１を容易に巻回できる。したがって、導線３
１間の静電容量が小さくかつ均一なチョークコイル１を作業性よく製造することができる
とともに、広範囲の周波数帯域で適正な所望のインピーダンス特性を確保できる。
【００３７】
　また、コア２の中心孔２ａ内には、スペーサ部材５が設けられ、スペーサ部材５の外周
面には、導線３１を配置可能な溝部５１が導線３１の挿通回数に対応して複数形成されて
いるので、コア２の中心孔２ａに挿通された導線３１を全てスペーサ部材５の溝部５１内
に配置できる。しかも、複数の溝部５１は、周方向にわたって等間隔となるように形成さ
れているので、製造時の導線３１の巻回工程において、コア２の中心孔２ａに挿通された
導線３１の通線位置が等間隔となるように導線３１を容易に巻回できる。したがって、導
線３１間の静電容量が小さくかつ均一なチョークコイルを作業性よく製造することができ
るとともに、広範囲の周波数帯域で適正な所望のインピーダンス特性を確保できる。
【００３８】
　また、ハウジング部材４の支持部４６の先端には、支持部４６の延設方向に対して交差
するように張り出す土台部４７が形成されているので、例えば電子機器１０の基板１０ａ
等にチョークコイル１を取り付ける際に、基板１０ａの主面に土台部４７を面接触させて
、例えばネジや接着剤等により固定することで、良好な作業性を確保しつつ、基板１０ａ
にチョークコイル１を取り付けることができる。また、基板１０ａの主面に土台部４７を
面接触させてチョークコイル１を取り付けることができるので、安定性を確保しつつチョ
ークコイル１を基板１０ａに取り付けることができる。したがって、本実施形態のチョー
クコイル１が搭載された電子機器１０の耐久性を向上できる。
【００３９】
　また、コア２は、インピーダンスの周波数特性が異なる第一コア部材２１および第二コ
ア部材２２が軸方向に積層されて形成されているので、広範囲の周波数帯域に対して適正
にコモンモードノイズおよびノーマルモードノイズを減衰させることができる。
　また、導線３１をハウジング部材４に巻回するだけで、第一コア部材２１および第二コ
ア部材２２に導線３１を巻回できるので、導線３１の巻回工程を簡略化することができる
。
【００４０】
（電子機器）
　図４は、実施形態に係る電子機器１０の構成図である。
　続いて、本実施形態のチョークコイル１を備えた電子機器１０について説明する。
　本実施形態によるチョークコイル１は、電子機器１０として、例えば車両などに搭載さ
れる電気電子コンポーネント６０から発生する電磁妨害（ＥＭＩ：Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｍａ
ｇｎｅｔｉｃ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）波のうち、接続線を介して伝搬する伝導性妨
害波（伝導性エミッション）を測定するための電磁妨害波測定装置７０に備えられている
。例えば、後述する第一～第三コモンモードチョークコイル１Ａ～１Ｃは、上述した実施
形態のチョークコイル１であり、周波数特性を適宜したものが採用される。
【００４１】
　電磁妨害波測定装置７０は、図４に示すように、コモンモードノイズ検出部７１と、第
一ノーマルモードノイズ検出部７２と、第二ノーマルモードノイズ検出部７３と、電源７
４と、を備えている。
【００４２】
　コモンモードノイズ検出部７１は、例えば、ノイズ分離部８１と、電子計測器８２と、
を備えている。
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　ノイズ分離部（ＣｏｍｍｏｎＬＩＳＮ）８１は、例えば、ラインインピーダンス安定化
回路網（ＬＩＳＮ：Ｌｉｎｅ　Ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　Ｓｔａｂｉｌｉｓａｔｉｏｎ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋｓ）などを備え、電気電子コンポーネント６０に接続されたハイ側入力端子７
１Ｈおよびロー側入力端子７１Ｌに生じるノイズをコモンモードノイズとノーマルモード
ノイズとに分離する。そして、分離したコモンモードノイズをハイ側コモンモード出力端
子７１ＣＨおよびロー側コモンモード出力端子７１ＣＬに出力し、分離したノーマルモー
ドノイズをハイ側ノーマルモード出力端子７１ＮＨおよびロー側ノーマルモード出力端子
７１ＮＬに出力する。
【００４３】
　ノイズ分離部８１は、例えば、第一～第三コモンモードチョークコイル１Ａ，１Ｂ，１
Ｃと、一対のコンデンサ８６Ｈ，８６Ｌと、一対の抵抗８７Ｈ，８７Ｌと、終端抵抗切替
スイッチ８８と、切替終端抵抗８９と、を備えている。
【００４４】
　第一コモンモードチョークコイル１Ａは、例えば、一対の巻線３ＡＨ，３ＡＬと、コア
２Ａと、を備えている。
　コア２Ａを介して電磁結合する一対の巻線３ＡＨ，３ＡＬは、例えば、ノーマルモード
ノイズに対してインダクタンスを示さないようにして、コモンモードノイズに対するイン
ダクタンスがノーマルモードノイズに対するインダクタンスよりも大きくなるように巻回
されている。
　巻線３ＡＨは、ハイ側入力端子７１Ｈとハイ側ノーマルモード出力端子７１ＮＨとを接
続するノーマルモード接続線７１ＮＡに挿入され、巻線３ＡＬは、ロー側入力端子７１Ｌ
とロー側ノーマルモード出力端子７１ＮＬとを接続するノーマルモード接続線７１ＮＢに
挿入されている。
【００４５】
　第一コモンモードチョークコイル１Ａは、例えば、ノーマルモード接続線７１ＮＡ，７
１ＮＢ間に相互インダクタンスを発生させることによって、コモンモードノイズを減衰さ
せ、ノーマルモードノイズを減衰させずに通過させる。
【００４６】
　巻線３ＡＨ，３ＡＬは、例えば同軸ケーブルにて構成され、コモンモードノイズの減衰
量を保ちつつ、ノーマルモードノイズの減衰を抑える。さらに、巻線３ＡＨ，３ＡＬは、
例えば、同軸ケーブルの終端をインピーダンス整合することで、ノーマルモードノイズの
減衰をさらに抑えることができる。
【００４７】
　第二コモンモードチョークコイル１Ｂは、例えば、一対の巻線３ＢＨ，３ＢＬと、コア
２Ｂと、を備えている。
　コア２Ｂを介して電磁結合する一対の巻線３ＢＨ，３ＢＬは、例えば、コモンモードノ
イズに対してインダクタンスを示さないようにして、ノーマルモードノイズに対するイン
ダクタンスがコモンモードノイズに対するインダクタンスよりも大きくなるように巻回さ
れている。
【００４８】
　第三コモンモードチョークコイル１Ｃは、例えば、一対の巻線３ＣＨ，３ＣＬと、コア
２Ｃと、を備えている。
　コア２Ｃを介して電磁結合する一対の巻線３ＣＨ，３ＣＬは、例えば、ノーマルモード
ノイズに対してインダクタンスを示さないようにして、コモンモードノイズに対するイン
ダクタンスがノーマルモードノイズに対するインダクタンスよりも大きくなるように巻回
されている。
　巻線３ＣＨ，３ＣＬは、例えば同軸ケーブルにて構成され、コモンモードノイズの減衰
量を保ちつつ、ノーマルモードノイズの減衰を抑える。さらに、巻線３ＣＨ，３ＣＬは、
例えば、同軸ケーブルの終端をインピーダンス整合することで、ノーマルモードノイズの
減衰をさらに抑えることができる。
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【００４９】
　コンデンサ８６Ｈと、巻線３ＢＨと、巻線３ＣＨとは、例えば、順次直列に接続され、
ハイ側入力端子７１Ｈと接地点とを接続するコモンモード接続線７１ＣＡに挿入され、コ
ンデンサ８６Ｌと、巻線３ＢＬと、巻線３ＣＬとは、例えば、順次直列に接続され、ロー
側入力端子７１Ｌと接地点とを接続するコモンモード接続線７１ＣＢに挿入されている。
【００５０】
　第二コモンモードチョークコイル１Ｂの一対の巻線３ＢＨ，３ＢＬは、例えば、互いに
逆相電圧が発生するように巻回されて、コモンモード接続線７１ＣＡ，７１ＣＢに挿入さ
れている。
　第二コモンモードチョークコイル１Ｂは、例えば、コモンモード接続線７１ＣＡ，７１
ＣＢ間に相互インダクタンスを発生させることによって、ノーマルモードノイズを減衰さ
せ、コモンモードノイズを減衰させずに通過させる。
【００５１】
　第三コモンモードチョークコイル１Ｃの巻線３ＣＨの両端はハイ側コモンモード出力端
子７１ＣＨおよびロー側コモンモード出力端子７１ＣＬに接続されている。
　抵抗８７Ｈは、例えば、第三コモンモードチョークコイル１Ｃの巻線３ＣＨの両端間に
接続され、抵抗８７Ｌは、例えば、第三コモンモードチョークコイル１Ｃの巻線３ＣＬの
両端間に接続されている。
【００５２】
　第三コモンモードチョークコイル１Ｃは、例えば、コモンモード接続線７１ＣＡ，７１
ＣＢ間に相互インダクタンスを発生させることによって、ノーマルモードノイズを接地点
へと通過（接地短絡）させる。
　第三コモンモードチョークコイル１Ｃおよび一対の抵抗８７Ｈ，８７Ｌは、例えば、ト
ランス機能によって、コモンモードノイズによる抵抗８７Ｌの両端間の電圧をハイ側コモ
ンモード出力端子７１ＣＨおよびロー側コモンモード出力端子７１ＣＬ間に誘起する。
【００５３】
　終端抵抗切替スイッチ８８と切替終端抵抗８９とは、例えば、ハイ側コモンモード出力
端子７１ＣＨおよびロー側コモンモード出力端子７１ＣＬ間に直列に接続されている。
【００５４】
　電子計測器８２は、例えば、ベクトルシグナルアナライザやスペクトラムアナライザや
オシロスコープなどのようにノイズの大きさ（レベルなど）を時間変動分も含めて数値化
する計測器を備え、ハイ側コモンモード出力端子７１ＣＨおよびロー側コモンモード出力
端子７１ＣＬから出力されるノイズ（例えば、コモンモードノイズ）の電圧などを計測す
る。
　電子計測器８２は、例えば、ハイ側コモンモード出力端子７１ＣＨおよびロー側コモン
モード出力端子７１ＣＬ間を接続する終端抵抗８２Ｒを備えている。
【００５５】
　電子計測器８２は、例えば、終端抵抗切替スイッチ８８の開放状態では、終端抵抗８２
Ｒの抵抗値（例えば、５０Ωなど）に応じた第一終端抵抗値（例えば、５０Ωなど）でコ
モンモードノイズを計測する。一方、終端抵抗切替スイッチ８８の閉接状態では、切替終
端抵抗８９の抵抗値（例えば、終端抵抗８２Ｒの抵抗値と同一の５０Ωなど）および終端
抵抗８２Ｒの抵抗値（例えば、５０Ωなど）の合成に応じた第二終端抵抗値（例えば、２
５Ωなど）でコモンモードノイズを計測する。
【００５６】
　電子計測器８２は、例えば、終端抵抗切替スイッチ８８の開放と閉接との切り替えに伴
う終端抵抗値の変化に応じた計測結果の変化に基づき、単体の電気電子コンポーネント６
０におけるコモンモードノイズの内部インピーダンスを推定する。
　そして、内部インピーダンスの推定結果に基づき、単体の電気電子コンポーネント６０
におけるコモンモードノイズの出力電圧を推定する。
【００５７】



(11) JP 2014-204100 A 2014.10.27

10

20

30

40

50

　例えば、単体の電気電子コンポーネント６０において適宜の内部インピーダンスＩｍ（
ｘ）を有する適宜の出力電圧Ｖ（ｘ）のコモンモードノイズに対して、第一終端抵抗値（
例えば、５０Ωなど）および第二終端抵抗値（例えば、２５Ωなど）でのコモンモードノ
イズの電圧の計測結果は、例えば下記数式（１）に示すように、Ｖ（５０Ω）とＶ（２５
Ω）とに変化する。
　すなわち、終端抵抗切替スイッチ８８の開放と閉接との切り替えによって終端抵抗値が
第一終端抵抗値（例えば、５０Ωなど）と第二終端抵抗値（例えば、２５Ωなど）とに変
化すると、内部インピーダンスＩｍ（ｘ）と終端抵抗値との分圧比が変化する。そして、
この分圧比の変化に応じて、コモンモードノイズの電圧の計測結果がＶ（５０Ω）とＶ（
２５Ω）とに変化する。
【００５８】
【数１】

【００５９】
　電子計測器８２は、例えば、コモンモードノイズの電圧の計測結果がＶ（５０Ω）とＶ
（２５Ω）とに変化することによる変化量ΔＶに基づき、例えば下記数式（２）に示すよ
うに、単体の電気電子コンポーネント６０におけるコモンモードノイズの内部インピーダ
ンスＩｍ（２５Ω→５０Ω）を推定する。
【００６０】

【数２】

【００６１】
　なお、終端抵抗切替スイッチ８８の開放と閉接との切り替えによって変化する第一終端
抵抗値と第二終端抵抗値とは、内部インピーダンスＩｍ（ｘ）などに応じて最適な値が変
更されてもよい。
　電磁妨害波測定装置７０と電気電子コンポーネント６０との間における電磁妨害波の反
射を抑制するために、電磁妨害波測定装置７０と電気電子コンポーネント６０との間のハ
ーネスなどによる接続の距離が所定距離（例えば、電磁妨害波の波長λによるλ／１０ま
たはλ／２０など）以下に設定されてもよい。
【００６２】
　電子計測器８２は、例えば下記数式（３）に示すように、コモンモードノイズの内部イ
ンピーダンスＩｍ（２５Ω→５０Ω）と、第一終端抵抗値（例えば、５０Ωなど）でのコ
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モンモードノイズの電圧の計測結果（例えば、Ｖ（５０Ω）など）とに基づき、コモンモ
ードノイズの出力電圧Ｐ（５０Ω）を推定する。
【００６３】
【数３】

【００６４】
　第一ノーマルモードノイズ検出部７２は、例えば、擬似電源回路網９１と、電子計測器
９２と、を備えている。
　擬似電源回路網（ＮｏｒｍａｌＬＩＳＮ）９１は、例えば、ラインインピーダンス安定
化回路網（ＬＩＳＮ：Ｌｉｎｅ　Ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　Ｓｔａｂｉｌｉｚａｔｉｏｎ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋｓ）などを備え、コモンモードノイズ検出部７１のハイ側ノーマルモード出
力端子７１ＮＨに接続されたハイ側ノーマルモード入力端子７２Ｈと、電源７４の正極に
接続されたハイ側電源端子７２ＰＨと、第一ハイ側ノーマルモード出力端子７２ＮＨおよ
び第一ロー側ノーマルモード出力端子７２ＮＬと、を備えている。
【００６５】
　擬似電源回路網９１は、例えば、巻線９３と、第一コンデンサ９４および第一抵抗９５
と、第二コンデンサ９６および第二抵抗９７と、終端抵抗切替スイッチ９８と、切替終端
抵抗９９と、を備えている。
【００６６】
　巻線９３は、例えば、ハイ側ノーマルモード入力端子７２Ｈとハイ側電源端子７２ＰＨ
とを接続する接続線７２ＨＬに挿入されている。
　ハイ側ノーマルモード入力端子７２Ｈは、例えば、順次直列に接続された第一コンデン
サ９４と第一抵抗９５とを介して接地点に接続されている。
　ハイ側電源端子７２ＰＨは、例えば、順次直列に接続された第二コンデンサ９６と第二
抵抗９７とを介して接地点に接続されている。
【００６７】
　第一抵抗９５の両端は第一ハイ側ノーマルモード出力端子７２ＮＨおよび第一ロー側ノ
ーマルモード出力端子７２ＮＬに接続されている。
　終端抵抗切替スイッチ９８と切替終端抵抗９９とは、例えば、第一ハイ側ノーマルモー
ド出力端子７２ＮＨおよび第一ロー側ノーマルモード出力端子７２ＮＬ間に直列に接続さ
れている。
【００６８】
　電子計測器９２は、例えば、ベクトルシグナルアナライザやスペクトラムアナライザや
オシロスコープなどのようにノイズの大きさ（レベルなど）を時間変動分も含めて数値化
する計測器を備え、第一ハイ側ノーマルモード出力端子７２ＮＨおよび第一ロー側ノーマ
ルモード出力端子７２ＮＬから出力されるノイズ（例えば、ハイ側のノーマルモードノイ
ズ）の電圧などを計測する。
　電子計測器９２は、例えば、第一ハイ側ノーマルモード出力端子７２ＮＨおよび第一ロ
ー側ノーマルモード出力端子７２ＮＬ間を接続する終端抵抗９２Ｒを備えている。
【００６９】
　電子計測器９２は、例えば、終端抵抗切替スイッチ９８の開放状態では、終端抵抗９２
Ｒの抵抗値（例えば、５０Ωなど）に応じた第一終端抵抗値（例えば、５０Ωなど）でハ
イ側のノーマルモードノイズを計測する。一方、終端抵抗切替スイッチ９８の閉接状態で
は、切替終端抵抗９９の抵抗値（例えば、終端抵抗９２Ｒの抵抗値と同一の５０Ωなど）
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および終端抵抗９２Ｒの抵抗値（例えば、５０Ωなど）の合成に応じた第二終端抵抗値（
例えば、２５Ωなど）でハイ側のノーマルモードノイズを計測する。
【００７０】
　電子計測器９２は、例えば、電子計測器８２によるコモンモードノイズの計測と同様に
して、終端抵抗切替スイッチ９８の開放と閉接との切り替えに伴う終端抵抗値の変化に応
じた計測結果の変化に基づき、単体の電気電子コンポーネント６０におけるハイ側のノー
マルモードノイズの内部インピーダンスを推定する。
　そして、内部インピーダンスの推定結果に基づき、単体の電気電子コンポーネント６０
におけるハイ側のノーマルモードノイズの出力電圧を推定する。
【００７１】
　電子計測器９２は、例えば、単体の電気電子コンポーネント６０において適宜の内部イ
ンピーダンスＩｍ（ｘ）を有する適宜の出力電圧Ｖ（ｘ）のハイ側のノーマルモードノイ
ズに対して、例えば上記数式（１）に示すように、第一終端抵抗値（例えば、５０Ωなど
）および第二終端抵抗値（例えば、２５Ωなど）でのハイ側のノーマルモードノイズの電
圧の計測結果であるＶ（５０Ω）およびＶ（２５Ω）を取得する。
　そして、電子計測器９２は、例えば、ハイ側のノーマルモードノイズの電圧の計測結果
がＶ（５０Ω）とＶ（２５Ω）とに変化することによる変化量ΔＶに基づき、例えば上記
数式（２）に示すように、単体の電気電子コンポーネント６０におけるハイ側のノーマル
モードノイズの内部インピーダンスＩｍ（２５Ω→５０Ω）を推定する。
　そして、電子計測器９２は、例えば上記数式（３）に示すように、ハイ側のノーマルモ
ードノイズの内部インピーダンスＩｍ（２５Ω→５０Ω）と、第一終端抵抗値（例えば、
５０Ωなど）でのハイ側のノーマルモードノイズの電圧の計測結果（例えば、Ｖ（５０Ω
）など）とに基づき、ハイ側のノーマルモードノイズの出力電圧Ｐ（５０Ω）を推定する
。
【００７２】
　第二ノーマルモードノイズ検出部７３は、例えば、擬似電源回路網１０１と、電子計測
器１０２と、を備えている。
　擬似電源回路網（ＮｏｒｍａｌＬＩＳＮ）１０１は、例えば、ラインインピーダンス安
定化回路網（ＬＩＳＮ：Ｌｉｎｅ　Ｉｍｐｅｄａｎｃｅ　Ｓｔａｂｉｌｉｚａｔｉｏｎ　
Ｎｅｔｗｏｒｋｓ）などを備え、コモンモードノイズ検出部７１のロー側ノーマルモード
出力端子７１ＮＬに接続されたロー側ノーマルモード入力端子７３Ｌと、電源７４の負極
に接続されたロー側電源端子７３ＰＬと、第二ハイ側ノーマルモード出力端子７３ＮＨお
よび第二ロー側ノーマルモード出力端子７３ＮＬと、を備えている。
【００７３】
　擬似電源回路網１０１は、例えば、巻線１０３と、第一コンデンサ１０４および第一抵
抗１０５と、第二コンデンサ１０６および第二抵抗１０７と、終端抵抗切替スイッチ１０
８と、切替終端抵抗１０９と、を備えている。
【００７４】
　巻線１０３は、例えば、ロー側ノーマルモード入力端子７３Ｌとロー側電源端子７３Ｐ
Ｌとを接続する接続線７３ＬＬに挿入されている。
　ロー側ノーマルモード入力端子７３Ｌは、例えば、順次直列に接続された第一コンデン
サ１０４と第一抵抗１０５とを介して接地点に接続されている。
　ロー側電源端子７３ＰＬは、例えば、順次直列に接続された第二コンデンサ１０６と第
二抵抗１０７とを介して接地点に接続されている。
【００７５】
　第一抵抗１０５の両端は第二ハイ側ノーマルモード出力端子７３ＮＨおよび第二ロー側
ノーマルモード出力端子７３ＮＬに接続されている。
　終端抵抗切替スイッチ１０８と切替終端抵抗１０９とは、例えば、第二ハイ側ノーマル
モード出力端子７３ＮＨおよび第二ロー側ノーマルモード出力端子７３ＮＬ間に直列に接
続されている。
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【００７６】
　電子計測器１０２は、例えば、ベクトルシグナルアナライザやスペクトラムアナライザ
やオシロスコープなどのようにノイズの大きさ（レベルなど）を時間変動分も含めて数値
化する計測器を備え、第二ハイ側ノーマルモード出力端子７３ＮＨおよび第二ロー側ノー
マルモード出力端子７３ＮＬから出力されるノイズ（例えば、ロー側のノーマルモードノ
イズ）の電圧などを計測する。
　電子計測器１０２は、例えば、第二ハイ側ノーマルモード出力端子７３ＮＨおよび第二
ロー側ノーマルモード出力端子７３ＮＬ間を接続する終端抵抗１０２Ｒを備えている。
【００７７】
　電子計測器１０２は、例えば、終端抵抗切替スイッチ１０８の開放状態では、終端抵抗
１０２Ｒの抵抗値（例えば、５０Ωなど）に応じた第一終端抵抗値（例えば、５０Ωなど
）でロー側のノーマルモードノイズを計測する。一方、終端抵抗切替スイッチ１０８の閉
接状態では、切替終端抵抗１０９の抵抗値（例えば、終端抵抗１０２Ｒの抵抗値と同一の
５０Ωなど）および終端抵抗１０２Ｒの抵抗値（例えば、５０Ωなど）の合成に応じた第
二終端抵抗値（例えば、２５Ωなど）でロー側のノーマルモードノイズを計測する。
【００７８】
　電子計測器１０２は、例えば、電子計測器９２によるハイ側のノーマルモードノイズの
計測と同様にして、終端抵抗切替スイッチ１０８の開放と閉接との切り替えに伴う終端抵
抗値の変化に応じた計測結果の変化に基づき、単体の電気電子コンポーネント６０におけ
るロー側のノーマルモードノイズの内部インピーダンスを推定する。
　そして、内部インピーダンスの推定結果に基づき、単体の電気電子コンポーネント６０
におけるロー側のノーマルモードノイズの出力電圧を推定する。
【００７９】
　電子計測器１０２は、例えば、単体の電気電子コンポーネント６０において適宜の内部
インピーダンスＩｍ（ｘ）を有する適宜の出力電圧Ｖ（ｘ）のロー側のノーマルモードノ
イズに対して、例えば上記数式（１）に示すように、第一終端抵抗値（例えば、５０Ωな
ど）および第二終端抵抗値（例えば、２５Ωなど）でのロー側のノーマルモードノイズの
電圧の計測結果であるＶ（５０Ω）およびＶ（２５Ω）を取得する。
　そして、電子計測器１０２は、例えば、ロー側のノーマルモードノイズの電圧の計測結
果がＶ（５０Ω）とＶ（２５Ω）とに変化することによる変化量ΔＶに基づき、例えば上
記数式（２）に示すように、単体の電気電子コンポーネント６０におけるロー側のノーマ
ルモードノイズの内部インピーダンスＩｍ（２５Ω→５０Ω）を推定する。
　そして、電子計測器１０２は、例えば上記数式（３）に示すように、ロー側のノーマル
モードノイズの内部インピーダンスＩｍ（２５Ω→５０Ω）と、第一終端抵抗値（例えば
、５０Ωなど）でのロー側のノーマルモードノイズの電圧の計測結果（例えば、Ｖ（５０
Ω）など）とに基づき、ロー側のノーマルモードノイズの出力電圧Ｐ（５０Ω）を推定す
る。
【００８０】
　本実施形態によれば、電子機器１０のコモンモードノイズまたはノーマルモードノイズ
を適正に減衰させることができる。すなわち、本実施形態に係る電磁妨害波測定装置７０
によれば、第一～第三ｌコモンモードチョークコイル１Ａ～１Ｃを備えることによって、
単体の電気電子コンポーネント６０から発生する伝導性妨害波の計測をコモンモードノイ
ズとノーマルモードノイズとに適正に分離して行なうことができる。これに伴い、コモン
モードノイズおよびノーマルモードノイズの内部インピーダンスおよびノイズ源のノイズ
レベル（例えば、出力電圧など）を精度良く推定することができる。
【００８１】
　なお、この発明の技術範囲は上記実施の形態に限られるものではなく、本発明の趣旨を
逸脱しない範囲において種々の変更を加えることが可能である。
【００８２】
　実施形態におけるコア２や巻線部材３、ハウジング部材４、スペーサ部材５等の材料や
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形状等は実施形態には限定されない。
　また、実施形態において、チョークコイル１は、電磁妨害波測定装置７０以外の他の電
子機器に備えられてもよい。
　実施形態では、ハウジング部材４は、軸方向に分割されていたが、例えば、径方向に分
割されていてもよい。また、例えばコア２を樹脂モールドすることにより、分割すること
なくハウジング部材４を形成してもよい。
【００８３】
　その他、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、上記した実施の形態における構成要素を周
知の構成要素に置き換えることは適宜可能である。
【符号の説明】
【００８４】
１　チョークコイル
１Ａ　第一コモンモードチョークコイル（チョークコイル）
１Ｂ　第二コモンモードチョークコイル（チョークコイル）
１Ｃ　第三コモンモードチョークコイル（チョークコイル）
２，２Ａ，２Ｂ，２Ｃ　コア
３　巻線部材
４　ハウジング部材
５　スペーサ部材
１０　電子機器
２１　第一コア部材（コア部材）
２２　第二コア部材（コア部材）
３１　導線
４１ｂ　外表面
４３　ガイド部
４３ａ　第一ガイド部（ガイド部）
４３ｂ　第二ガイド部（ガイド部）
４６　支持部
４７　土台部
５１　溝部
７０　電磁妨害波測定装置（電子機器）
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